平成17年国勢調査集計結果（厚木市）  
平成17年10月1日現在で実施された平成17年国勢調査結果について、総務省統計局から次のとおり公表されましたので、厚木市分の概要をとりまとめました。

第１次基本集計　平成18年10月31日公表
第２次基本集計　平成19年 １月31日公表

第３次基本集計　平成19年10月31日公表

従業地・通学地基本集計

　平成19年３月28日、平成20年４月30日、平成20年12月25日公表

<第１次基本集計>

　総人口は、２２２,４０３人で、男性　１１６,１９９人、女性　１０６,３０９人　
· 平成１２年から平成１７年の５年間に、総人口は５,０３４人増加、増加率は２.３％

・　人口総数・世帯総数ともに、神奈川県下１９市では８番目に多い。
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　総世帯数は、８９,７４０世帯　
・　平成１２年から平成１７年の５年間に、世帯数は６,２１５増加、増加率は７.４％

　１世帯当たり人員は、２.４８人　（前回調査２.６０人）　
・ 平成１２年より０.１２人減少しており、昭和３５年調査の２分の1に減少
・ 1世帯当たりの人員は、神奈川県下１９市で１３番目

　性比（女性１００人に対する男性の数）は、１０９.３人（前回調査１０９.１人）　
・ 性比率は、前回より０.２人高くなり、男女差は拡大している。
・ 神奈川県下１９市では、前回調査同様に割合が1番高い。
　年齢３区分の人口構成比　６５歳以上は、１３.８％　（前回調査　１０.４％）　
· 年齢３区分の人口構成比率は、６５歳以上が３.４％増加し１３.８％となり、　

逆に、１５歳未満は０.６％減少し、１４.１％
· 生産年齢人口（１５歳から６４歳）の比率は７１.９％（前回調査７４.８％）で、
神奈川県下１９市では、川崎市に次ぎ２番目に高い。
※年齢不詳者を含むため、百分率合計は、100％とはならない。

　平均年齢は、４０.１歳　（前回調査　３７.８歳）　
· 平均年齢は、前回より２.３歳高くなったものの前回調査同様、神奈川県下１９市の中では最
も若い。
　配偶関係（未婚率）は、総数　３２.２％　（前回調査　３３.９％）　
· 未婚率は、男性３８.５％、女性２５.３％（前回調査　男性４０.０％　女性２７.２％）で、全体では３２.２％となり、前回調査より、１.７％減少
　
　外国人人口は、３,６２０人　総人口の１.６％　

· 外国人人口は、前回調査から８７８人増加し、総人口に対する割合は０.３％増え、

全体の１.６％となる。　
· 国籍別に見ると　ペルーが６２４人（外国人人口の１７.２％）で最も多く、国籍別の
増加率は、フィリピン４６.４％　中国４４.１％　ペルー４１.８％の順となっている。
・　外国人人口は、神奈川県下１９市では、６番目に多い。
　一般世帯８９,１１１世帯のうち、単独世帯は、３０,１１８世帯で一般世帯の３３.８％　
· 一般世帯のうち単独世帯数は、前回調査から３,５００世帯増加（増加率１３.１％）し３０,１１８世帯となる。
· 単独世帯の一般世帯に対する割合は、３３.８％で前回調査より１.９％高くなっている。

· ６５歳以上の単独世帯は１,６５０世帯増加し３,８５０世帯となり、一般世帯全体に対する割合は、前回調査より１.６％上昇し、４.３％となっている。
<第２次基本集計>

　労働力人口は、１１７,７６３人で、１５歳以上人口に対する割合は、６３.８％　
· 労働力人口は、前回調査より９９５人増え、１１７,７６３人となり、１５歳以上人口
１８４,４４６人に対する割合は、６３.８％（前回調査は、６３.６％）となる。
内訳は、男性７３,６６７人、女性４４,０９６人
・　労働力人口の割合は、神奈川県下１９市では、川崎市、座間市に次ぎ、３番目に高い。
　産業３部門別就業者数は、第２次産業就業者が大きく減少し第３次産業就業者数が増加　
· 第１次産業に従事する就業者の人数・割合は、前回調査より５３人減少し１,８４５人となり、全就業者に対する割合は、１.７％（前回調査も１.７％）

· 第２次産業に従事する就業者の人数・割合は、前回調査より３,３３２人減少し
３０,２２７人となり、全就業者に対する割合は、２７.７％（前回調査は、３０.５％）

· 第３次産業に従事する就業者の人数・割合は、前回調査より１,４５８人増え
７７,１３２人となり、全就業者に対する割合は、７０.６％（前回調査は、６８.７％）
・　産業大分類別就業者割合は、製造業が、１９.７％と最も高く、以下、サービス業（他に分類されないもの）１８.８％、卸売・小売業１５.８％となっている。
　　（大分類区分が異なるが、前回調査では、サービス業２８.６％、卸売・小売（・飲食業）２３.３％、製造業２１.８％の順）
<第３次基本集計>

　職業４部門別就業者数は、事務・技術・管理関係職業の割合が、３６.６％と最も高い。
職業４部門別就業者の割合は、事務・技術・管理関係職業が、４０,７０７人　３６.６％、生産・運輸関係職業４０,０６４人　３６.１％と高く、以下、販売・サービス関係職業２６,７２１人　２４％と続き、農林漁業関係職業は、１,８３７人　１.７％となっている。
<従業地・通学地基本集計>
　昼夜間人口比率は、１１４.７％　
· 通勤・通学で、市外から厚木市に流入する人口は８１,４９３人（通勤７２,８６８人　
通学８,６２５人）で、逆に、市外に流出する人口４８,８３７人（通勤４１,７７９人　
通学７,０５８人）を、３２,６５６人上回っている。
· 常住人口（夜間人口）２２１,８４０人に対し、昼間人口は、２５４,４９６人となり、昼夜間人口比率は、１１４.７％（前回調査は、１１６.６％）と神奈川県下１９市では、一番高くなっている。[image: image2][image: image3][image: image4][image: image5][image: image6][image: image7]
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年齢（5歳階級）、男女別人口（平成17年）








（男） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (女)





























